














　
質
問　

障
が
い
者
優
先
調
達

推
進
法
の
推
進
状
況
を
問

う
。

答
弁　

平
成
25
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
で

は
3
4
6
万
7
8
1
6
円
。

法
施
行
前
の
平
成
24
年
度
に

比
べ
約
2
・
4
倍
の
取
り
扱

い
で
あ
る
。

質
問　

浜
田
ろ
う
学
校
の
通

学
支
援
へ
の
対
応
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。ま
た
、運
転
手

一
人
だ
け
の
乗
務
で
な
く
、

添
乗
員
を
配
置
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
運

行
に
つ
い
て
、
東
部
の
非
営

利
法
人
と
協
議
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
車
両
の
配
備
や

人
材
の
確
保
が
困
難
な
状
況

で
あ
っ
た
が
、
運
転
手
の
確

保
が
ど
う
に
か
で
き
る
よ
う

な
状
況
に
な
っ
た
。
添
乗
員

も
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
資
格
の
あ

る
人
選
を
行
い
対
応
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
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質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
し
て
政

府
は
対
策
を
講
じ
る
か
ら
生

産
額
は
落
ち
な
い
と
説
明
し

て
い
る
。
し
か
し
、多
く
の
生

産
者
は
生
産
額
が
落
ち
る
と

心
配
し
て
い
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対

し
て
当
市
の
対
応
を
問
う
。

答
弁　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
を

は
じ
め
そ
の
他
の
農
業
施
策

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
国

の
動
向
や
地
元
農
産
物
に
対

す
る
影
響
を
注
視
し
、
持
続

的
な
農
業
経
営
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
農
業
関
係

機
関
と
協
議
し
取
り
組
ん
で

い
く
。

質
問　

真
砂
地
区
で
は
﹁
真

砂
式
・
食
と
農
と
福
祉
の
小

さ
な
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

が
取
り
組
ま
れ
平
成
27
年
度

の
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。
そ

の
感
想
を
問
う
。

答
弁　

特
に
未
来
あ
る
子
ど

も
に
対
し
て
、
ま
た
地
域
の

方
々
に
安
心
・
安
全
の
食
材

を
提
供
す
る
こ
と
、
顔
の
見

え
る
関
係
で
笑
顔
を
共
有
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
高
齢
者

の
生
き
甲
斐
に
直
結
し
て
い

る
と
感
じ
た
。
市
内
外
の

方
々
に
年
を
重
ね
て
も
「
心

弾
む
人
生
が
送
れ
る
環
境
が

あ
る
」
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

が
必
要
と
感
じ
た
。

質
問　

美
都
学
校
給
食
も
真

砂
方
式
を
取
り
入
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　

美
都
地
域
の
学
校
給

食
に
お
け
る
推
進
会
議
が
発

足
し
て
い
る
。美
都
の
生
産

者
の
方
や
流
通
に
関
わ
る

方
々
と
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
美
都
で
給
食
に
お
け
る
地

産
地
消
、
食
育
の
推
進
が
図

ら
れ
る
の
か
給
食
に
お
け
る

理
想
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

福原 宗男 議員

● 安心いきいきプランの進捗状況
  ・障がい者優先調達推進法の進捗状況
● 農業問題
  ・ＴＰＰ対策の進捗状況
  ・農業の担い手対策

ろう学校タクシー運行の様子

島根県市議会議長会　議員研修会に参加しました

13  議会だより　平成 28 年 9 月号

　7月20日島根県市議会議長会主催の議員研修会が出雲市の「ニューウェルシティ出雲」で開催されました。
講師には食環境ジャーナリスト、食総合プロデューサーである金丸弘美氏を迎え、「地産地消とアグリビジネス」
についてご講演頂きました。
　金丸氏は、「消費者の欲しい物を調査して食べ方までを提案する。人材教育に力を入れる。外部との交流事
業で新たな拠点を作る。景観や環境づくりに力を入れる。再生エネルギーを始める。いいものを消費者に伝え
販売している。」等々、全国各地で取り組まれている地産地消を中心としたビジネスで成功している事例をいろ
いろな角度から紹介されました。当市においても、真砂地区のようにすでに取り組んでいるところもあります。
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6
月
定
例
会
が
6
月
6
日
か
ら
19
日
間

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
議
案
16
件
を
審
議
・

可
決
し
、
請
願
2
件
陳
情
1
件
を
採
択
し

ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
10
人
の
議
員
が

諸
問
題
に
対
し
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
各
地
域
に
お
い
て
、
地
域
自
治
組

織
へ
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
将
来
の
益
田
市
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
役
割
・
機
能
を
も
つ
こ
と
に
な

る
組
織
と
な
り
ま
す
の
で
市
民
一
人
ひ
と

り
が
我
が
将
来
の
暮
ら
し
を
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
は
、
質
問
主
旨
と
そ
の

答
弁
が
質
問
者
に
よ
っ
て
簡
潔
に
ま
と
め

ら
れ
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、
編
集
委
員
一

同
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今

後
共
、
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

中
島
賢
治

編　

集　

後　

記

委
員
長	

安
達 

美
津
子

副
委
員
長	

永
見 

お
し
え

委　
　

員	

高
橋
　
伴 

典

委　
　

員	

中
島
　
賢 

治

委　
　

員	

大
賀
　
満 

成

委　
　

員	

和
田
　
昌 

展

委　
　

員	

梅
谷
　
憲 

二

委　
　

員	

弘
中
　
英 

樹

◆◆編集委員◆◆

みなさんからの請願・陳情審議結果

6月定例会受理分
請願番号 件　　　　　名 提　出　者 審議結果

2 地方財政の充実・強化を求める意見書の提
出について

益田市職員労働組合　
執行委員長　田原　正紀 採　択

3 奨学金制度の充実等を求める意見書の提出
について 山根　哲朗 採　択

4

子どもの医療費助成に係る国民健康保険の
国庫負担減額調整措置の廃止を求める意見
書の提出について

新日本婦人の会島根県益田支部
支部長　篠原　寛子

不採択
地方自治体が少子化対策を進めるなかで、自治体の取り組みを支える観点から見直すべき
との意見がある。このことを踏まえて、すでに政府が見直しの方向で閣議決定している。よっ
て、本件については不採択と決した。

5

拙速なＴＰＰの国会承認に反対し徹底審議
と情報公開を求める意見書の提出について 山根　哲朗

不採択請願の趣旨において、ＴＰＰ参加各国との詳細な交渉過程他、あらゆる情報を開示するこ
ととある。ＴＰＰに関しては、不透明であるとの報道もされているが、交渉経過は国家間
の問題であることからすべてを開示することは難しいと考える。よって、本件については
不採択と決した。

6

原発の運転停止を求める意見書の提出につ
いて 山根　哲朗

不採択請願の趣旨において、川内原発の運転を停止させることとあるが、実際に川内原発の稼働
を止めた場合、九州地域では電力不足が発生する可能性がある。また、九州各地において
災害被害の復旧をしており、原発停止が負担を増やすことになりかねない。よって、本件
については不採択と決した。

陳情番号 件　　　　　名 提　出　者 審議結果

2 国道 9号「大浜自転車歩行者道整備」事業の
早期完成について

大浜自治会
会長　川﨑　友弘　外５名 採　択

★  今定例会で可決し、関係機関に提出した意見書  ★

◆地方財政の充実・強化を求める意見書　　◆奨学金制度の充実等を求める意見書

◆次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書

◆食品ロス削減に向けての取り組みを進める意見書


